
 

 

 

 

 

 

      

大 口 南 小 学 校  防 犯 ・ 交 通 安 全 ・ 防 災    

標 語 入 選 作 品 

 

 南 地 域 自 治 組 織 が 児 童 の 皆 さ ん に 、 防 犯 ・ 交 通 安 全 ・ 防 災 に つ い て

考 え る 機 会 と し て い た だ く た め に 募 集 し ま し た 標 語 に 多 く の 応 募 を

い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ ら の 作 品 を の ぼ り 旗 や 啓 発 物

品 の 作 成 に 活 用 さ せ て い た だ き 、 地 域 の 皆 さ ん に 南 地 域 の ま ち づ く り

を 知 っ て い た だ く 機 会 と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

【優 秀 作 品 】（敬 称 略 ）  

じてんしゃも しんごうをまもる みぎひだり 谷 本  蒼 太 （ １ 年 生 ）  

すぐにげよう  川 があふれる そのまえに  宮 地   快  （ ２ 年 生 ）  

ぼうさいマップ 家 族 でかくにん 集 合 場 所  宮 地  雄 大 ( ３ 年 生 )  

しっかりと  ルールを守 って よい町 に 市 川   柚  （ ４ 年 生 ）  

あいさつは みんなの気 持 ちを 動 かすよ 社 本  蒼 依 （ ５ 年 生 ）  

話 し合 おう もし ものときの ひなん場 所  飯 塚   杏  ( ６ 年 生 )  

【入 賞 作 品 】（敬 称 略 ）  

ぼくたちを ぼうはんぶざー まもってる  佐 藤  大 知 （ １ 年 生 ）  

くらいみち ひとりでいくと  あぶないよ  大 森  主 利 至 （ １ 年 生 ）  

みぎひだり よくみてあるく  おうだんほどう  市 原  海 荷 （ １ 年 生 ）  

きけんから あたまをまもる ヘルメット  松 本  美 愛 （ １ 年 生 ）  

お友 だちとあそぶときは いえの人 に しらせよう  比 嘉  希 実 （ ２ 年 生 ）  

しんごうが 黄 色 になったら とまろ うね  江 口  裕 貴 （ ２ 年 生 ）  

たすけあう みん なのいのち まもろうね  菊 池  珠 央 （ ２ 年 生 ）  

あんぜんと いのちがだいじ まもろうね  渡 邉  昊 來 （ ２ 年 生 ）  
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【入 賞 作 品 】（敬 称 略 ）  

うれしいな あいさつすると いい気 もち  鈴 木  颯 真 （ ３ 年 生 ）  

ルールはね きみのいのちの ためにある 田 中   洸 （ ３ 年 生 ）  

声 かけて 強 いき ずなを つくろうね 橘   小 遥 （ ３ 年 生 ）  

あんぜんは みんなできまりを まもること 江 口  紗 良 （ ３ 年 生 ）  

さいがいは とつぜんおきる じゅんびしよう 小 山  脩 斗 （ ４ 年 生 ）  

よるのみち ぼうはんべるが いのちづな 堀 川  哩 音 （ ４ 年 生 ）  

どろぼうは あなたのすきを ねらってる 社 本  玖 也 （ ４ 年 生 ）  

大 地 震  いつか 来 るよ くんれんを 佐 藤  明 凜 （ ４ 年 生 ）  

かぎしめた？ ちゃんと確 認  もう 一 度  宮 本  雪 羽 （ ５ 年 生 ）  

災 害 は いつも身 近 に せまって る 橋 本  妃 菜 （ ５ 年 生 ）  

あいさつは みんな笑 顔 に する魔 法  谷 田 貝  泰 輝 （ ５ 年 生 ）  

自 分 だけ その意 識 が 大 事 故 へ 近 藤  咲 季 （ ５ 年 生 ）  

犯 罪 を 集 団 下 校 で 防 いでね  志 村  実 穂 （ ６ 年 生 ）  

きりかえる モシモじゃなくて イツモのこと  武 川  将 大 （ ６ 年 生 ）  

ひなんしじ  だされるまえに そなえよう 渡 辺  士 劉 （ ６ 年 生 ）  

見 えないよ 子 どもは小 さい 手 を 挙 げる  船 橋  羽 奏 （ ６ 年 生 ）  

  

 

南 地 域 の た か ら も の vo l .35  ～ 替 地 は じ ま り の 地 ～  

現 在 の サ カ エ 理 研 工 業 （ 株 ） や （ 株 ） 巴 製 作 所 の

あ る あ た り は 、元 々「 北 替 地 」と い う 地 名 で し た 。

言 い 伝 え に よ る と 、江 戸 時 代 に 浪 人 と な っ た と あ

る 武 士 が 長 桜 村 の 土 豪 を 頼 っ て 長 桜 村 の 南 端 、ち

ょ う ど 「 北 替 地 」 の あ た り を 開 拓 し 、 ３ ０ 年 ほ ど

住 ん で い た そ う で す 。そ し て さ ら に 南 の 地 を 開 拓

し て 移 住 し ま し た 。 こ の 南 の 地 と い う の が 、 天 神

社 や 替 地 集 会 場 が あ る あ た り に な り ま す 。 そ の

後 、 村 の 名 前 を 「 入
い る

鹿
か

長 桜
ながさくら

替 地
か え ち

新 田
し ん で ん

」 と し ま す が 、 先 ほ ど 述 べ た よ う

な ご 縁 が あ り 、「 長 桜 」を 付 け た と さ れ て い ま す 。今 は 矢 戸 川 に 田 畑 や

工 場 の 建 物 が 映 え る 風 景 と な っ て い ま す が 、 こ の 「 北 替 地 」 こ そ が 、 

替 地 は じ ま り の 地 な の で す 。  
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